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あらまし  

勾配ブースティング決定木[1]（GBDT）は，様々な分

野において高い性能を発揮しており近年注目されている

機械学習モデルのひとつである．既存の学習器をインク

リメンタルに更新する追加学習は，逐次的に新たなデー

タが与えられる環境（データストリーム）においてのモ

デルの学習に効果的であるが，GBDTモデルの追加学習

では，学習が進むにつれて弱学習器の数が増えてしまい

メモリを圧迫してしまったり，古い弱学習器を棄却する

ことで過去の入出力関係を失う[2]といったリスクを伴う．

また，データストリーム環境においてはデータのわずか

な変化にモデルを対応させるという観点から，単一組織

だけでなく複数組織間のデータを利活用することも重要

であるといえる．そういった手法では特に，複数組織間

でデータを分散させたまま利用し，各組織の持つ情報の

プライバシーを保護しつつ横断的なモデルの学習を行う

連合学習が昨今注目されているが，前述した GBDT モ

デルの追加学習における課題は，単一組織での学習だけ

ではなく連合学習においても同様である． 

そこで本研究では，モデルの学習時に訓練データをサ

ンプリングし，また訓練データに対するモデルの精度を

もとに，イテレーション毎にサンプリング確率を更新す

ることで，効率的に新たなデータに適応した弱学習器を
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生成するモデルを提案する．サンプリング手法に関して

は，AdaBoost におけるデータの重みに基づいてサンプ

リングを行う手法と，勾配情報をベースにしたサンプリ

ングを行う 2通りの手法を実装し，単一組織での学習と

連合学習に提案手法を導入して実験を行った． 

実験結果として，単一組織，複数組織共に，提案手法

は従来の GBDT の追加学習と比較して少ない弱学習器

で高い精度を出すことができ，従来の手法では精度が落

ちた場面でも安定した性能をキープしていた．また，新

たなデータのクラスタを追加した場合においても，過去

の入出力関係を維持しつつテストデータに対する精度を

向上させることができた． 
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